
 

  

ごほうびあげます 

八坂地区の人口：831人 

（男408人・女423人高齢化率36.3％） 

八坂地区の世帯：360世帯 

    （令和元年 10 月 1 日現在） 

 
11 月号の記事 

 

地域づくり協議会の活動から 

地区活動 

保育園・オフロードミーティング 

八坂小・中学校 

コミュニティ・スクール 

ふれあい運動会 

育てる会・公民館から 

敬老会 

きらり話題の八坂人 

 八坂地区ふれあい運動会は、気持ちの良い
秋晴れに恵まれた９月１４日（土）に開催しま
した。 
地区内の皆さんをはじめ、小学校や保育園、

山村留学関係者の皆さんなど約４００人が参
加し、熱戦が繰り広げられました。 
公民館関係の種目は、８種目の競技が行わ

れ、多くの方々から声援や歓声が上がり、賑や
かな大会となりました。各自治振興会の結果は
次のとおりとなりました。 
令和元年度（第７回） 
 八坂地区ふれあい運動会結果 
 優 勝 山村留学チーム 
 準優勝 大平自治振興会 
 第三位 舟場自治振興会 
 
みなさんお疲れ様でした！ 
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八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  http://www.shinshu-yasaka.com    2019.11.1 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり協議会の活動から 

陳情活動 

期 日 区    分 内     容     等 

9/6 第 3 回地域振興検討会議 移住者交流会・ボランティア活動について 

9/17 第 3 回やさかだより編集委員会 やさかだより 11 月号編集会議 

9/18 
第 2 回地域づくり委員会 
第 2 回自治振興会長会議 
第 3 回地域振興部会 

市民バスの運行について 
自治組織の在り方・役員選出について 
移住者交流会・体験ツアー等について 

9/20 八坂夏まつり反省会 会計報告、問題点・改善点について 

10/10 第 4 回八坂地域づくり協議会 

・八坂文化祭について 
・鳥獣害勉強会について 
・明野太陽光事業経過状況について 
・たい肥センター監視報告について 
・地域振興部の事業・その他について 

10/25 第４回地域振興部会 移住者交流会について 

 

8 月 19 日八坂地域づくり協議会では、
過疎対策等に関する事項について、正副会長
が陳情活動を行いました。そのうち、大町市
長に対しての陳情内容は次の通りです。 
 １過疎対策への取り組み 
  ・定住促進住宅建設事業の継続 
  ・有害鳥獣被害対策事業の継続・強化 
  ・松枯れ対策の推進 
  ・今後の高齢者・交通弱者に対する移動
手段 
   の確保と強化 

  

  

 

2 市道の整備 
（1） 道路改良 
 ・一の瀬・切久保線 
 ・相川・四辻線 
 ・小菅・仲間線 
 ・栃沢・上村線（国道入り口） 
（2） 道路維持修繕 
 ・小松尾線 
 ・押の田・宮の尾線 
 ・小菅・仲間線 
（3） 道路排水路修繕 
 ・矢下野平線 
 

 
（4）ガードレール修繕 
 ・矢下野平線 
 ・押の田・宮の尾線 
 ・一の瀬・切久保線 
 ・舟場基幹センタ―付近 
 ・相川・四辻線 
 ・大塚・野平線 

 （5）カーブミラー設置 
 ・大塚・野平線 
（6）日常管理 
 ・相川・四辻線 
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犀川砂防事務所 

大町市役所 

大町建設事務所 長野国道事務所 
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野
平
地
区 

野
平
神
社
の
お
祭
り 

地
域
の
氏
神
で
あ
る
野
平
神
社
の
大

祭
が
１０
月
５
、
６
日
に
あ
り
ま
し
た
。 

５
日
の
朝
方
か
ら
雨
が
降
り
始
め
た

の
で
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
晴
れ
、
翌
日
も
曇
り
が
ち
な
天

気
で
し
た
が
、
２
日
間
雨
は
降
ら
ず
何

よ
り
の
祭
り
日
よ
り
で
し
た
。５
日
朝
、

境
内
の
草
刈
り
、
屋
根
掃
除
、
灯
篭
の

準
備
、
余
興
舞
台
の
設
置
等
、
氏
子
総

出
で
準
備
を
行
い
、
子
供
達
は
飾
り
つ

け
、
刈
草
の
片
付
け
等
を
手
伝
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
神
社
、
氏
子
の
数
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
（
調
べ
た
ら
、
全

国
の
神
社
の
数
は
、
約
８
１
，
０
０
０

社
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
数
（
約
５
８
，

０
０
０
軒
）
よ
り
も
多
い
）
当
神
社
も

年
々
氏
子
が
減
っ
て
来
て
い
ま
す
。
今

年
は
２
件
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子

供
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
小
中
高
生
が

神
楽
保
存
会
に
入
り
、
獅
子
舞
の
練
習

か
ら
、
お
祭
り
の
お
手
伝
い
ま
で
し
て

く
れ
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

夜
６
時
半
、
道
中
囃
子
か
ら
子
供
達
た

ち
に
よ
る
奉
納
獅
子
舞
が
あ
り
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
が
良
く
出
て
い
ま
し
た
。

祭
事
が
終
わ
り
、
９
時
頃
か
ら
余
興
の

演
芸
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
劇

団
源
之
丞
一
座
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
舞

台
で
、
昨
年
同
様
好
評
で
し
た
。 

地
区
内
外
か
ら
大
勢
の
、
遠
く
は
東
京
か
ら

も
人
が
来
ま
し
た
。
神
楽
保
存
会
に
よ
る
、
金

魚
す
く
い
、
振
舞
い
酒
等
も
あ
り
、
飲
み
な
が

ら
、
た
ま
に
語
り
合
い
、
笑
い
あ
り
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
道
祖
神

祭
り
を
二
カ
所
で
行
い
、
獅
子
舞
を
奉
納
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
も
道
中
楽
し
そ
う
に
神
楽
を

引
い
て
い
ま
し
た
。
昼
食
会
の
後
、
子
供
た
ち

に
よ
る
獅
子
舞
を
奉
納
し
、
昼
祭
り
を
終
え
、

幟
降
ろ
し
、
片
付
け
、
そ
の
後
の
総
会
を
開
き
、

令
和
元
年
野
平
神
社
大
祭
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。 

 

氏
神
様
の
お
陰
で
怪
我
せ
ず
に
済
ん
だ
。
で

も
、
そ
れ
は
普
通
判
り
ま
せ
ん
。
怪
我
し
て
、

初
め
て
、
こ
の
程
度
で
済
ん
で
良
か
っ
た
。
下

手
し
た
ら
、も
っ
と
重
症
に
な
っ
て
い
た
か
も
。

氏
神
様
の
お
陰
か
な
と
、
思
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

野
平 

佐
藤 

眞
一 

 

９
月
２８
日
、
２９
日
に
切
久
保

諏
訪
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

２８
日
は
朝
か
ら
氏
子
総
出
で

幟
旗
を
揚
げ
ま
す
。
昨
年
は
台
風

の
影
響
を
考
慮
し
て
、
神
社
境
内

の
み
の
掲
揚
で
し
た
が
、
今
年
は

４
か
所
８
本
す
べ
て
立
て
る
こ
と

が
で
き
、
お
祭
り
の
実
感
が
わ
き

ま
す
。 

 

夜
８
時
、
開
会
と
と
も
に
鏡
割

り
で
宵
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。
保

育
園
児
と
小
学
生
に
よ
る
、
東
京

２
０
２
０
応
援
ソ
ン
グ
「
パ
プ
リ

カ
」
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
踊
っ
て
い
る
姿
は

と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
会
場
は

最
初
か
ら
盛
り
上
が
り
、
リ
ハ
ー

サ
ル
、
本
番
と
２
回
も
踊
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

続
い
て
元
山
村
留
学
生
の
保
護
者

が
、
三
味
線
の
演
奏
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
な
ど
と
は
違
う
も

の
で
、お
座
敷
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
も
の

と
い
う
こ
と
で
、普
段
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
、
河
東
節
、
荻
江
節
名
取
の
奏
で
る

音
色
と
歌
声
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
、
の
ど
自
慢
た
ち
が

歌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
沸
か

せ
、宵
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
抽
選

会
で
は
、
当
選
番
号
の
読
み
上
げ
に
、
歓

喜
の
声
と
大
き
な
溜
息
が
響
き
渡
り
、盛

況
の
う
ち
に
１
日
目
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

２９
日
は
神
事
が
行
わ
れ
、
五
穀
豊
饒

の
感
謝
と
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
昨
年
Ｕ

タ
ー
ン
で
帰
郷
し
た
人
が
本
年
の
獅
子

舞
の
奉
納
を
し
ま
し
た
。以
前
に
も
練
習

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、氏
子
の
前
で
披

露
す
る
こ
と
無
く
、仕
事
の
都
合
で
地
元

を
離
れ
て
し
ま
い
、十
数
年
越
し
の
初
め

て
の
舞
で
し
た
。 

心
配
し
た
雨
も
さ
ほ
ど
降
ら
ず
、楽
し
い

宵
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。 

  

仁
科
伸
一
郎
様
よ
り
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
写
真
は
切
久
保
自
治

振
興
会
主
事
の
阪
井
昭
啓
様
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

切
久
保 

谷
林 

圭
介 

切
久
保
地
区 

秋
ま
つ
り 
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たけのこ保育園 

八坂ふれあい運動会は、晴天の暑い日差しの中元気
にできました！ 
保育園のリズムは、小学校のグランドに何度も練習

に行きました。当日心を一つにがんばろう！と望んだ
ところ、見事にバルーンの花火（ボールが上がるもの）
が上がり、子どもたちも職員も感激しました。練習の
成果を十分発揮できた良い運動会でした。応援ありが
とうございました‼ 

ご協力いただいた老人クラブの皆様

ありがとうございました。さつまいも
は 10 月に、すこやか広場の皆さんと
みさかのお年寄りと一緒にやきいも会
を行いました。保育園のお芋をみんな
で美味しくいただきました♪ 

第
３０
回 

八
坂
オ
フ
ロ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
て 

八
坂
地
区
内
、
曽
山
か
ら
大
塚
に
二
本

の
林
道
が
あ
る
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

山
菜
採
り
や
渓
流
釣
り
、
あ
る
い
は
古
道

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
石
仏
巡
り
等
で
通
ら
れ

た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
二
本
の
林

道
と
鷹
狩
山
周
辺
の
林
業
用
作
業
道
を
使

用
し
、
一
周
25
㎞
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

3
時
間
内
で
3
周
す
る
事
を
完
走
と
し
、

そ
の
中
で
最
速
を
競
う
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
の
レ
ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
い
う
と
オ
ー
プ
ン
エ
ン

デ
ュ
ー
ロ
と
い
い
ま
す
が
、
モ
ト
ク
ロ
ス

場
等
閉
鎖
さ
れ
た
会
場
で
行
う
ク
ロ
ー
ズ

ド
レ
ー
ス
に
対
し
、
自
然
の
状
態
の
ま
ま

の
地
形
や
林
道
等
を
使
い
、
長
距
離
、
長

時
間
走
る
事
を
競
う
レ
ー
ス
で
す
。
移
動

区
間
で
は
一
般
道
も
使
用
す
る
為
、
車
両

は
あ
く
ま
で
ナ
ン
バ
ー
付
き
の
一
般
市
販

車
で
す
が
、
近
年
国
産
の
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
は
生
産
量
が
少
な
く
な
り
、
機
種
も

か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
反
面
、 

 

外
車
（
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
）

は
メ
ー
カ
ー
も
機
種
も
豊
富

で
、八
坂
の
レ
ー
ス
に
参
加
す

る
車
両
も
過
半
は
外
車
で

あ
っ
た
り
国
産
車
の
逆
輸
入

で
あ
っ
た
り
と
、と
て
も
高
価

な
バ
イ
ク
が
１
０
０
台
近
く

並
ぶ
の
は
と
て
も
壮
観
で
す
。

バ
イ
ク
を
運
ぶ
為
の
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー

が
数
多
く
並
ぶ
パ
ド
ッ
ク
の

光
景
は
、八
坂
の
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
い
な

い
よ
う
な
。 

レ
ー
ス
運
営
に
携
わ
っ
て

く
れ
て
い
る
多
く
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
、何
と
か
30

回
大

会
も
一
人
の
怪
我
人
も
出
す

事
な
く（
転
落
バ
イ
ク
の
回
収

は
今
年
も
数
台
あ
り
ま
し
た

が
）
、
盛
況
の
内
に
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
地
区
の
皆

様
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。来

年
も
開
催
出
来
た
ら
良
い
な

と
願
い
つ
つ
、私
も
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
の
腕
を
上
げ
る
べ
く
練

習
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。 

 

八坂オフロードミーティング実行委員会 

チーム YAMA代表 田中照幸 

９月 18 日は、最後の草取り交流(計 6 回)でし
た。中央高砂会の皆さんと、草取りをした後保育園
の畑のさつまいもを掘りました。5月に舟場シニア
クラブの皆さんと植えたさつまいもが大きくなりま
した。少し時期が早いのもあって、小ぶりのお芋が
多かったですが、中には立派なお芋もあり子どもた
ちは大歓声を上げて、収穫を喜びました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

八
坂
中
学
校 
八
坂
小
学
校 
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 八坂中学校最大の生徒会行事『第 43 回学習
総合発表会 やまびこ祭』（9 月 27 日・28 日）
が開催されました。今年のやまびこ祭テーマは
『Ｇｅｔ Ｏｖｅｒ ～壁を乗り越え、八坂で
輝け～』です。 
 １日目には、開祭式・やさかの時間の発表・
立川市との交流報告・国語科意見発表・八坂カ
ルタで交流、ふれあいタイム（体験講座）・ふ
れあい運動会（ドッジボール・障害物競走・パ
ン食い競争）を行いました。２日目には、表現
運動（ダンス）・音楽会・閉祭式（エンディン
グセレモニー）が行われました。 

 

第４３回学習総合発表会 

やまびこ祭 

やさかの時間の発表 害獣対策グループ 

大勢の御来賓の皆様、学習や部活動でお世話
になった皆様、高砂大学を始め地域の皆様、保
護者の皆様に、これまでの学習や練習の成果を
披露しました。今年は、やさかの時間で追究し
てきたことをポスター・セッション形式で発表
しました。八坂の自然や文化の素晴らしさに気
づき、自分の意見を堂々と発表できた姿に生徒
の成長を感じました。 

 

３年生のダンス 

全校合唱 信じる 

八坂地区ふれあい運動会が、今年は秋晴れの
もと実施できました。子どもたちも地域の方々
の競技を観て、とても楽しんでいました。勿論、
自分たちの競技・種目については、真剣に、で
きる限りの力を込めて参加していました。ただ、
本年度の児童に大きな変化がみられたことにお
気づきでしょうか。実は、練習段階で自分たち
が創意工夫をしてよりよい競技にしていこうと
する姿があったのです。リレーでは、休み時間
を利用して子どもたちだけで練習を繰り返した
り、順番や走る長さを検討し合ったりしていま
した。また、表現種目でも自らの姿を振り返り
話し合いをすすめ、よりよい表現を模索してい
ました。このように、与えられたことを発表す
る運動会から、子どもたち自身が考え作り上げ
ていく運動会にすることができました。 
 

それと八坂音頭です。この踊りは八坂地区全
体で共有できる踊りです。以前は、多くの学校
で地元の盆踊りなどを取り入れた種目があった
のですが、それもだんだんと少なくなりまして、
数えるほどしか残っていません。例えば、松川
小学校の正調安曇節は、運動会の定番の種目
で、連綿と継続されています。勿論、この八坂
音頭も昭和 63 年昭和の合併・分村後 30 周
年の記念事業の中でできたものであると伺って
います。となると 30 年以上にわたり引き継が
れたもので、八坂地域全体が共有できる踊りに
なっているのではないでしょうか。さらに、今
年は写真のように、例年以上に地域の方々がた
くさん参加してくださいました。ありがたいこ
とです。 

八坂地区ふれあい運動会 



  

  

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより 
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10 月 5 日（金）中学校伝統行事のひとつ
『そば刈り』が行われました。 
毎年、育てている畑のできが今年は、例年

より少なく悩んでいた所、仁科利夫さん（切
久保在住）のご好意で仁科さんのそば畑の一
部を刈らせていただく事になりました。学校
支援ボランティアコーディネーターの勝野健
一さん（切久保在住）にも協力していただき、
無事にそば刈りを終えることができました。
11 月末から 12 月初めに学年毎に『そば打
ち』が行われます。 
そば打ちも楽しみですが、今年のそばの味

は・・・きっと、おいしいそばですね！ 

9 月 27 日（金）～28 日（土）の２日間かけて『やまびこ
祭』が行われました。今回は、27 日（金）に行われた「ふれ
あいタイム」についてご紹介します。 
『おやき作り』、『和菓子づくり』、『チャンスボール』、

『竹細工』に子どもたち、保護者、先生方、学校支援ボランティ
アの方々が交じり、分かれてふれあいの時間を楽しみました。 
『おやき作り』（学校支援ボランティア指導者 北澤三恵子

さん、仁科宰知代さん、松島年子さん）は、なすのおやき等を
ホットプレートで焼き、待ち遠しい気持ちを抑えておいしくい
ただきました。『和菓子づくり』（学校支援ボランティア指導
者（山留生ＯＧ保護者の金子剛さん、しげみさんご夫婦））は、
ピンク色と緑色の色合い鮮やかないつまでも飾っておきたいよ
うな和菓子が出来上がりました！『チャンスボール』（学校支
援ボランティア指導者 深澤勝敬さん）は、２チームに分かれ
て、時にむきになる姿も見え、熱戦を繰り広げていました。『竹
細工』（学校支援ボランティア指導者 北澤豊繁さん）は、弓
矢、竹とんぼ、竹箸を作成し、的に向かってみんな童心にかえ
り、笑顔いっぱいに遊びを楽しみました。 
ふれあいタイムの時間は、地域の方々と笑顔で触れ合い、技

能と知恵をたくさん学ばせていただいた笑い声の絶えない貴重
な楽しい時間となりました。 

 

第４３回総合学習発表会『やまびこ祭』～ふれあいタイム～ 
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今年は、例年になく稲刈り前の天気が良好で、稲の株間に
大きなヒビが入るほど乾いた田んぼで稲刈りを行うことがで
きました。センターの稲刈りは、全て手作業です。稲刈り・
結束・はぜかけをみんなで協力して行いました。半分近くの
子が稲刈り初体験で、「穂がずっしりしてる！」と、実りの
喜びを感じながら作業をしました。時間が経つにつれて、手
際も良くなってきている子が多かったですが、「これを何日
も続けるのは辛すぎる！」と、農作業の大変さを味わいまし
た。 

 

日時：令和元年 11 月 16 日（土）～17 日（日） 

場所：（公財）育てる会八坂美麻学園 山村留学センター 

個人体験発表では、大町市八坂美麻で生活する中で興味を持っ
た「ここでしかできないこと」を、実際に自分で体験し、その成
果について発表します。 
全体発表では、今年はオリジナルの脚本で創作劇を披露します。

29 人全員で役者と裏方を分担します。劇中で太鼓や民舞の演奏
もあります。模擬店は、学園生と保護者による色々な屋台 
（たこ焼き、焼きそば、シュークリームなど）のほか、地域農家 

・11 月 16 日（土）  

午後 1 時～  

個人体験発表・全体発表 

（創作劇・太鼓・民舞） 

・11 月 17 日（日）  

午前 10 時 45 分～ 

太鼓・民舞発表① 

午前 11 時 20 分～ 

模擬店・バザーの開催 

午後 1 時 20 分～ 

太鼓・民舞発表②・抽選会 

さんの物産の出店があります。今年も、学園生保護者の方々の持ち味を活かした楽しいブース
もあります。また、バザーは、日頃お世話になっている地域の皆様に感謝の気持ちをこめて行
うものです。日用品等お買い得品を用意しています。どなたも奮ってご参加ください。 

 

９月１6 日（月）天気：曇り 

～昨年度の様子～ 子どもたちの個人体験発表 

来場者でにぎわう山留センター前庭 

収穫祭のお知らせ 

第 6 回 高砂大学 

 １０月８日に開催した第６回高砂大学は、
３８名の受講生の皆さんと糸魚川方面への
郷土視察を行いました。 
「フォッサマグナミュージアム」では、

学芸員さんから日本の国石に認定されたヒ
スイや、糸魚川、静岡構造線を境とする
フォッサマグナなどについて説明を受け、
その後、館内で糸魚川原産のヒスイや、世
界中の美しい鉱石、化石の展示を見学しま
した。 
このほか、「長者ヶ原遺跡考古館」の見

学や、「道の駅マリンドリーム能生」で海
の幸などの買い物をしました。 
当日は、あいにくの天候でしたが、日本

列島の成り立ちと、海の香りを満喫する大
変楽しい１日となりました。 
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八坂地区敬老会 祝 

 

令
和
元
年
度
八
坂
地
区
敬
老
会
が
、
９
月

日
（
水
）
明
日

香
荘
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
中
に

歳
以
上
と
な
ら
れ
る

人

の
う
ち
、

人
の
皆
さ
ま
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
ご
出
席
い
た
だ

い
た
吉
原
重
忠
さ
ん
、
縣
敏
さ
ん
、
勝
野
連
さ
ん
、
勝
野
一
由
さ

ん
、
松
井
壽
美
さ
ん
、
勝
野
初
子
さ
ん
、
中
村
良
幸
さ
ん
、
佐
藤

百
合
子
さ
ん
の
８
名
に
、
牛
越
大
町
市
長
か
ら
お
祝
い
金
、
鳥
屋

実
行
委
員
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

歳
と

歳
の
皆
さ
ま
に
は
、
八
坂
小
学
校
３
年
生
、
４
年
生
の
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
た
け
の
こ
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
、
小
学
校
３

年
生
、
４
年
生
の
皆
さ
ん
、
八
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
ふ
れ
あ
い
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 
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 江藤憲史様より記事を寄稿いただきまし

たのでご紹介させていただきます。 

大平地区やさかだより編集委員  

平林宏一 

 

 

編

集

後

記 

編集・発行 八坂地域づくり協議会やさかだより編集委員会  ℡0261‐26‐2001 

 

昨
年
、
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た「
ふ
れ
あ

い
運
動
会
」
で
す
が
、
今
年
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。気
持
ち
よ
く

体
を
動
か
し
て
、と
な
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
私
の
場
合
、
自

身
の
体
力
の
衰
え
を
実
感

し
、日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
を

し
て
体
力
の
維
持
を
心
掛
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。自
分
が
動
け
な
く
な
っ
た

（
動
か
な
く
な
っ
た
？
）
ぶ

ん
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
は
力
が

入
り
ま
す
。野
球
、サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
な
ど
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ

り
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。開
催
中
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
も
そ
の
一
つ
で
す
、
日
頃
、

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
競
技
に
そ

れ
ほ
ど
注
目
し
て
い
な
い
自

分
で
す
が
、熱
い
戦
い
を
見
て

い
る
と
、ぐ
ん
ぐ
ん
引
き
込
ま

れ
、
夢
中
に
な
っ
て
、
観
戦
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ミ
ー

ハ
ー
、に
わ
か
フ
ァ
ン
全
開
で

す
が
、
実
際
、
競
技
を
見
て
、

心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、こ
う
い
う
楽
し
み
方

も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
心
に
刺
激
を
与

え
る
べ
く
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

石
原
地
区
編
集
委
員 

 
 

 
 

 
 

松
下 

憲
夫 

 
 

今
年
の
４
月
に
大
平
集
落
に
、
古
民
家
カ
フ
ェ
「
大

木
葉
（
オ
ー
キ
ー
パ
）
」
を
本
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

数
年
前
か
ら
市
の
支
援
を
受
け
て
起
業
し
、
や
っ
と

カ
フ
ェ
部
分
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
週
の
前
半

（
月
・
火
・
水
）
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
、

後
半
（
木
・
金
・
土
）
は
カ
フ
ェ
＆
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
の
店
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
地
域
の
人
々
が
気
軽
に

訪
れ
、
お
茶
し
た
り
交
流
し
た
り
で
き
る
場
所
を
作
り

た
い
と
思
い
、
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
八
坂
の
折

り
紙
ク
ラ
ブ
や
、
ヨ
ガ
教
室
、
マ
マ
達
の
子
供
服
の
交

換
会
な
ど
の
活
動
に
使
っ
て
頂
い
て
お
り
、
今
後
は
囲

碁
将
棋
麻
雀
ク
ラ
ブ
や
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

寺
小
屋
な
ど
の
文
化
活
動
、
そ
し
て
お
茶
の
み
サ
ロ
ン

な
ど
の
利
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

 

毎
週 
木
・
金
・
土
の
３
日
間
は
、
添
加
物

不
使
用
の
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い
食
材
を
使
っ

た
カ
フ
ェ
営
業
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
食

事
も
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
コ
ツ
コ
ツ
と
改
修
を
続
け
て
き

た
こ
の
古
民
家
が
今
年
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
「
旧
北
澤
家
住
宅
」
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
ま
だ
改
修
作
業
は
続
い
て
い
ま
す

が
、
来
年
に
は
建
物
を
公
開
し
、
八
坂
の
皆

さ
ん
に
集
ま
っ
て
頂
け
る
素
敵
な
場
所
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

江
藤 

憲
史 

 

旧
北
澤
家
住
宅
・古
民
家
カ
フ
ェ 

大
木
葉
（オ
ー
キ
ー
パ
） 

建物編 


